
三和 年間協定で妥結済み ２ヶ月　５９８，９３４円
エレクトロニクス分会
日本シャッター分会 月収入の１．７ヶ月分

崎陽軒 平均月収の３ヶ月分
三興製鋼 基本給の６ヶ月分 ２．２２ヶ月　５００，000円  　　集約方向

地 ＩＳＢ ３．２２ヶ月　９２４，２９８円 ２．０ヶ月　　　　　　　　　　　　　交渉中

本 富田電機
一律３００，０００円＋Ｎ×１．３ヶ月
＝５８５，６００円

１ヶ月、４４１，８１６円 　　２８日再交渉

関 松永製作所 基本給＋第１扶養家族手当の３．０ヶ月 １．０ヶ月　３０７，８８２円　　　集約方向
連 日本高周波 ２．８０８ヶ月　８０４．８１４円 ２．４７ヶ月　６９４，１８４円　　　交渉中

気工社

東京ｽﾁｰﾙｾﾝﾀｰ 準備中

川
崎
支
部
の
取
組

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
の
取
組
み

年
末
ぎ
り
ぎ
り
に
昨
年
並
み
に

は
支
給
し
た
い
と
１
１
月
１
５
日

の
退
職
金
に
つ
い
て
の
団
体
交
渉

時
に
社
長
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
は

妥
結
済
み

夏
・
年
末
の
一
時
金
を
年
間
で

交
渉
し
、
次
の
内
容
で
妥
結
し
て

い
ま
す
。

（
年
間
）

月
数

４
ヶ
月

金
額

１
，
１
９
７
，
８
６
８
円

（
年
末
一
時
金
）

月
数

２
ヶ
月

金
額

５
９
８
，
９
３
４
円
と
な

り
ま
す
。

崎
陽
軒

今
年
の
春
闘
か
ら
団
体
交
渉
が

始
ま
っ
た
崎
陽
軒
で
は
、
夏
期
の

一
時
金
に
月
収
の
３
ヶ
月
分
を
要

求
し
ま
し
た
が
、
定
額
６
万
円
の

回
答
で
決
着
し
ま
し
た
。

職
場
の
要
求
を
調
査
す
る
た
め
、

１
０
月
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

川
崎
市
内
の
各
駅
売
店
や
デ
パ
地

下
の
売
店
を
を
複
数
で
組
を
作
っ

て
周
り
ま
し
た
。

対
応
は
様
々
で
、
快
く
受
け
取
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
と
、
『
会
社
を

通
し
て
お
願
い
し
ま
す
』
と
い
う

と
こ
ろ
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
遠
慮

し
ま
す
が
組
合
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
受
け
取
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
な

ど
様
々
で
し
た
。

初
め
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
あ

り
、
今
後
は
、
交
渉
の
経
過
を
宣

伝
し
た
り
、
受
け
る
側
に
も
配
慮

し
て
す
す
め
ま
す
。

組
合
加
入
の
呼
び
か
け
な
ど
工

夫
を
凝
ら
し
て
今
後
も
取
組
ん
で

行
き
ま
す
。

年
末
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
秋

闘
と
同
時
要
求
と
な
り
ま
す
。
夏

期
一
時
金
と
同
じ
月
収
の
３
ヶ
月

分
の
要
求
を
決
定
し
ま
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
に
続
き

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）
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2023年

１１月２３日

730５号

２３年末一時金要求・回答状況！

２０２３年度神奈川地本関連 年末一時金要求・回答状況



三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
１
０
項
目
を

要
求
し
、
『
人
間
ド
ッ
ク
』
で
前
進
回
答

三
和
分
会
で
は
１
０
月
１
９
日
に
次
の

よ
う
な
要
求
を
提
出
し
ま
し
た
。

①
年
間
労
働
時
間
７
．
７
５
Ｈ
減
、
１
８

２
９
時
間
へ
。

②
子
育
て
世
代
の
生
活
支
援

イ
、
勤
務
時
間
短
縮

１
時
間
／
日
（
無
給
）
→
２
時
間
／
日

（
有
給
）
へ
。

ロ
、
看
護
休
暇
（
小
学
校
入
学
開
始
期
→

小

学
校
３
年
生
ま
で
）

③
若
手
世
代
の
要
求

イ
、
帰
省
手
当
新
設

ロ
、
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
の
新
設

④
定
年
を
６
５
歳
ま
で
延
長

⑤
退
職
金
規
定
の
見
直
し
、
２
千
万
円
に

⑥
再
雇
用
制
度
を
７
０
歳
ま
で
延
長

⑦
女
性
管
理
職
登
用
の
展
望
を

⑧
人
間
ド
ッ
ク
４
０
歳
以
上
毎
年
。

⑨
人
員
増
。
特
に
技
術
、
第
２
生
産
部

回
答１

１
月
２
日
の
回
答
指
定
日
に
は
、
８

項
目
目
の
人
間
ド
ッ
ク
で
要
求
通
り
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

人
間
ド
ッ
ク
つ
い
て
は
、
４
０
歳
以
上

の
従
業
員
が
『
現
行
３
年
に
一
度
選
択
し
、

補
助
を
受
け
ら
れ
る
』
が
、
２
０
２
４
年

度
か
ら
『
毎
年
選
択
可
能
と
し
、
費
用
補

助
を
受
け
ら
れ
る
』
よ
う
に
前
進
。

崎
陽
軒
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
統
一
要
求
書
３
種

と
職
場
個
別
要
求
を
検
討
中

崎
陽
軒
に
対
し
て
は
、
労
使
間
の
ル
ー
ル

も
確
立
で
き
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
組
合

側
の
考
え
方
を
示
す
意
味
で
も
、
次
の
３

つ
の
統
一
要
求
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

統
一
要
求
書

①
く
ら
し
と
雇
用
、
人
権
を
ま
も
り
、
企

業
の
将
来
展
望
を
つ
く
る
『
合
意
協
力
型
』

労
使
関
係
を
め
ざ
す
統
一
要
求
書
。

②
安
全
・
衛
生
に
関
す
る
統
一
要
求
書
。

③
安
心
し
て
働
き
や
す
い
職
場
を
求
め
る

統
一
要
求
書
。

職
場
個
別
要
求

ま
た
、
職
場
の
重
要
な
改
善
要
求
と
し

て
２
項
目
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
１
）
遅
番
時
に
、
売
上
金
を
本
社
ま
で

持
参
す
る
事
を
勤
務
時
間
外
に
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
時
間
外
労
働
と
認
め
、
割
増

賃
金
を
支
払
う
事
。

（
２
）
す
べ
て
の
売
店
に
店
長
又
は
店
長

代
理
を
配
置
し
、
手
当
を
支
給
す
る
事

以
上
、
１
１
月
２
４
日
に
申
入
書
を
送
付

し
、
１
２
月
の
第
１
週
に
交
渉
で
き
る
よ

う
に
要
求
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
記

浅
岡
）

７３０５号 （２）

前
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き

神
奈
川
地
本
の
取
組

神
奈
川
地
本
の
年
末
一

時
金
の
状
況
と
し
て
は
、

三
興
製
鋼
支
部
が
昨
年
よ

り
２
５
，
０
０
０
円
多
い

額
で
５
０
万
円
の
回
答
で

職
場
討
議
に
か
け
て
集
約

の
方
向
で
す
。

日
本
高
周
波
支
部
が
６

９
４
，
１
８
４
円
（
２
．

４
７
ヶ
月
）
昨
年
よ
り
３
，

０
０
０
円
ア
ッ
プ
の
回
答

で
更
な
る
上
積
み
を
要
求

し
て
次
回
１
１
月
２
１
日

団
交
予
定
。

富
田
電
機
支
部
は
４
４

１
，
８
１
６
円
一
律
３
１

０
，
０
０
０
円
＋
１
３
１
，

８
１
６
円
（
Ｎ
×
０
．
６
）

２
８
日
に
再
団
交
と
な
り

ま
し
た
。

松
永
製
作
所
支
部
は
１

５
３
，
９
４
１
円
（
０
．

５
ヶ
月
）
上
積
み
要
求
中

（
ワ
ッ
ペ
ン
・
腕
章
。
組

合
旗
掲
揚
中
）
で
し
た
が
、

１
１
月
２
０
日
、
第
２
回

団
体
交
渉
で
１
．
０
ヶ

月
の
回
答
が
あ
り
集
約

方
向
。

Ｉ
Ｓ
Ｂ
支
部
は
回
答

延
期
さ
れ
ま
し
た
が
１

１
月
１
５
日
に
２
．
０
ヶ

月
の
回
答
が
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
金
額
に
つ
い

て
は
精
査
中
と
の
こ
と
。

東
京
ス
チ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
支
部
は
１
１
月
３

日
に
定
期
大
会
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
で
こ
れ
か
ら

要
求
を
し
て
い
く
と
こ

ろ
で
す
。

全
体
と
し
て
、
物
価

高
騰
を
反
映
し
て
か
、

神
奈
川
地
本
と
し
て
は

昨
年
妥
結
額
を
上
回
る

回
答
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
記

長
谷
川
）

まだまだ続く２３秋闘！！



１
１
月
５
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

の
攻
撃
の
中
止
や
即
時
停
戦
、
平

和
の
実
現
な
ど
を
訴
え
る
、
日
比

谷
公
園
か
ら
東
京
駅
ま
で
デ
モ
に

参
加
し
ま
し
た
。

小
生
た
ち
（
三
和
分
会
の
細
谷

あ
つ
子
さ
ん
、
地
本
の
片
寄
さ
ん
）

は
現
地
に
少
し
遅
れ
て
到
着
し
た

た
め
、
市
民
の
隊
列
に
参
加
。

（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
な
ど
は
す
で
に
出

発
し
て
い
た
よ
う
で
す
）
市
民
の

隊
列
は
若
い
人
や
外
国
に
ル
ー
ツ

が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
方
々
が
多

く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
『C

e
a

s
e
fire

n
o
w

!

子
供
を
殺
す
な
！

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
や
め
ろ
！

F
r

e
e

P
a
le

s
tin

e
!

F
re

e
G

a
z

a
!

』
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
途

切
れ
る
こ
と
な
く
東
京
駅
ま
で
デ

モ
行
進
し
ま
し
た
。
参
加
者
１
６

０
０
名
。

そ
の
後
も
都
内
で
即
時
停
戦
の

多
く
の
デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
で
も
抗
議
行
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
こ
と
の
発
端
は
、
１
０

月
７
日
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ

ル
攻
撃
で
、
市
民
も
含
め
た
イ
ス

ラ
エ
ル
人
が
１
２
０
０
名
も
殺
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
反
撃
に
よ
り
、
１
ヶ
月
余

り
で
１
万
２
千
人
近
く
の
パ
レ
ス

チ
ナ
人
が
殺
さ
れ
、
そ
の
う
ち
子

供
の
死
者
が
４
割
に
も
登
り
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
今
も
自
衛
権
の

行
使
と
し
て
国
際
人
道
法
に
反
し

て
病
院
や
学
校
、
国

連
機
関
な
ど
を
攻
撃

し
て
い
ま
す
。
死
者

が
増
え
続
け
て
い
ま

す
。小

生
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ

の
関
係
に
つ
い
て
、

ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の

武
力
に
よ
り
土
地
を
奪
わ
れ
続
、

ガ
ザ
地
区
は
、
１
６
年
間
イ
ス
ラ

エ
ル
政
府
に
よ
る
封
鎖
で
人
や
物

の
出
入
り
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
、

「
天
井
の
な
い
監
獄
」
と
言
わ
れ

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
り
実
質
的
な
軍

事
占
領
化
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
で
、
国
際
法
で
は
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
自
衛
権
行
使
は
出
来

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
行
き
過
ぎ
た
イ
ス

ラ
エ
ル
の
攻
撃
を
今
す
ぐ
や
め
、

即
時
停
戦
を
！【

細
谷

静
雄
記
】

（３） 7３05号

な
ん
ぶ
せ
ん

鉄
の
爆
風
と
言
わ
れ
た
激
し
い
空
襲
、
艦
砲

射
撃
、
上
陸
戦
に
よ
り
絶
望
に
追
い
込
ま
れ
た

沖
縄
戦
。
そ
の
中
で
「
生
き
ろ
！
」
と
後
世
に

一
筋
の
命
を
託
し
た
２
人
の
官
僚
と
沖
縄
の
人
々

を
映
画
に
し
た
『
島
守
の
搭
』
を
１
１
月
初
め

に
、
鑑
賞
し
ま
し
た
▼
内
容
は
、
県
民
の
４
人

に
一
人
、
２
０
万
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
日
本
国

内
最
大
の
地
上
戦
「
沖
縄
戦
」
で
沖
縄
戦
末
期
、

本
土
よ
り
派
遣
さ
れ
た
２
人
の
内
務
官
僚
が
、

戦
中
最
後
の
沖
縄
県
知
事
と
し
て
赴
任
し
、
軍

の
命
令
に
従
い
な
が
ら
も
苦
悩
し
、
県
民
疎
開
・

保
護
に
尽
力
し
た
島
田
と
、
行
動
を
共
に
し
職

務
を
超
え
努
力
し
た
警
察
部
長
の
新
井
。
命
を

懸
け
て
「
命
（
ぬ
ち
）
ど
う
宝
、
生
き
ぬ
け
」

と
叫
び
続
け
た
２
人
の
官
僚
▼
２
人
か
ら
命
の

重
み
を
受
け
継
い
だ
沖
縄
県
民
の
戦
火
に
翻
弄

さ
れ
な
が
ら
も
必
死
に
生
き
る
そ
れ
ぞ
れ
を
描

い
て
い
ま
す
。
ま
た
５
０
年
を
経
て
、
島
田
の

世
話
役
の
県
職
員
・
比
嘉
凛
が
「
私
、
生
き
ま

し
た
よ
」
と
「
島
守
の
搭
」
の
墓
前
に
手
を
合

わ
せ
る
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
は
、
感
動
で
目
頭
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
▼
こ
の
映
画
は
、
昨
年
沖

縄
の
本
土
復
帰
５
０
年
を
節
目
に
「
命
の
尊
さ
」

を
描
い
た
も
の
で
す
が
、
鑑
賞
し
な
が
ら
、
現

在
世
界
中
の
戦
争
を
一
刻
も
早
く
止
め
さ
せ
、

「
命
の
尊
さ
」
語
り
対
話
で
解
決
を
図
る
社
会

を
世
界
中
に
広
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

《
ジ
ョ
ー
ジ
》

Ceasefire
now

！
（
今
す
ぐ
停
戦
）

領
土
を
奪
わ
れ
続
け
る
パ
レ
ス

チ
ナ
（
色
の
濃
い
部
分
が
パ
レ

ス
チ
ナ
）



7305号 （4）

平和といのちと人権を守る１２・８川崎集会
日時：１２月８日（金）１８：３０～会場：東田公園(川崎市役所近く）

主催：平和と民主主義を守る川崎連絡会

毎年行われている「１２・８川崎集会」は、会場を東田公園に場所を変

えて、１８時３０分より行われます。

集会は、約４０分くらいで、集会終了後デモを行い「反戦・平和」や

「国民生活が行き詰まり余裕がなくなる問題」など、市民にアピール

します。

デモコースは、東田公園 ⇒ 平和通り ⇒ 市役所前 ⇒

市役所通り ⇒ ルフロン前（流れ解散）になります。

１２月８日は、太平洋戦争の開戦の日です。

1941年（昭和16年）12月8日午前3時19分（現地時間7日午前7時

49分）、日本軍がハワイ・オアフ島・真珠湾のアメリカ軍基地を奇襲攻

撃し、3年6ヵ月に及ぶ大東亜戦争・対米英戦（太平洋戦争）が勃発した。

《記：矢部》

１
１
月
９
日
～
１
６
日
。
東
京
・
上

野
の
東
京
都
美
術
館
で

開
催
さ
れ
て

い
た
無
審
査
の
Ｊ
Ａ
Ｇ
（
ジ
ャ
パ
ン
・

ア
ー
テ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
）
展
に
応
募

し
て
「
銅
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

展
示
会
は
会
員
、
準
会
員
、
招
待
作

家
、
一
般
、
小
作
品
の
展
示
で
総
数
は

１
０
１
点
で
し
た
。
作
品
は
洋
画
、
油

絵
、
水
彩
画
、
工
芸
、
日
本
画
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
も
出
品
し
た
の
で
す
が
会
場
の

作
品
は
今
年
は
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
用

に
思
わ
れ
ま
す
。

作
品
が
大

き
く
て
長
年

に
わ
た
っ
て

絵
を
描
か
れ

て
い
る
作
品

も
あ
り
、
ど

れ
も
見
て
素

晴
ら
し
い
作

品
ば
か
り
で

し
た
。

私
の
作
品
は
木
版
画
１
点
で
す
。
タ

イ
ト
ル
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
」
で
す
。

４
人
の
人
物
を
１
つ
に
ま
と
め
て
作
品

に
し
て
い
ま
す
。

審
査
員
の
方
々
か
ら
評
価
を
さ
れ
て

賞
を
頂
き
ま
し
た
。

１
１
月
１
１
日
Ｊ
Ａ
Ｇ
展
主
催
で
入

賞
と
授
賞
式
の
案
内
が

郵
送
さ
れ
、
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

作
品
は

大
き
く
タ
テ
１
０
０
ｃ

ｍ
ヨ
コ
９
０
ｃ
ｍ
で
上

野
ま
で
南
武
線
、
Ｊ
Ｒ

東
海
道
線
を
使
っ
た
の

で
す
が
空
い
て
い
る
時

間
帯
や
車
両
を
考
え
な

が
ら
の
搬
入
・
搬
出
で

し
た
。

《
記
・
小
林
》

２
０
２
３
年

第
４
６
回
Ｊ
Ａ
Ｇ
に

出
品
し
「
銅
」
受
賞



（5） 7305号

ワーカーズネット街頭労働相談
溝の口駅前広場19時～21時

１
１
月
１
７
日
（
金
）

溝
の
口
駅
前
広
場
で
ワ
ー

カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
の
街
頭

労
働
相
談
を
１
９
時
～

２
１
時
の
２
時
間
。

街
頭
労
働
相
談
は
２

時
間
、
マ
イ
ク
宣
伝
は

交
代
し
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

労
働
相
談
で
は
、
こ

の
間
ワ
ー
カ
ズ
ネ
ッ
ト

か
わ
さ
き
の
メ
ン
バ
ー

（
若
手
弁
護
士
・
労
働

組
合
役
員
な
ど
）
と
コ

ラ
ボ
で
医
療
生
協
（
医

療
従
事
者
）
の
方
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
「
健

康
面
で
心
配
の

相
談
。
働
い
て

い
て
悩
ん
で
い

る
方
は
居
ま
せ

ん
か
？
」
「
負

荷
残
業
で
残
業

代
は
払
わ
れ
て

い
ま
す
か
？
有

給
は
取
れ
て
い

ま
す
か
？
」
な

ど
マ
イ
ク
で
訴

え
ま
し
た
。

今
回
の
相
談
内
容
は
３

件
で
「
７
０
歳
代
の
男

性
の
生
活
相
談
」
「
学

童
保
育
が
分
割
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
労
働
条
件

が
心
配
の
相
談
」
「
正

社
員
の
女
性
で
会
社
を

辞
め
る
ん
だ
け
ど
退
職

金
と
有
給
休
暇
は
ど
う

な
る
の
相
談
」

相
談
は
３
件
で
し
た
が
、

立
ち
話
で
話
を
聞
い
て

く
る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

《
記
・
小
林
》

登
戸
通
路
で
１
１
月
１
１

日
宣
伝
。
参
加
者
は
長
谷

川
さ
ん
、
浅
岡
さ
ん
、
細

谷
静
雄
さ
ん
、
矢
部
さ
ん
、

小
林
、
そ
し
て
庄
司
さ
ん

（
地
本
書
記
長
）
の
６
名

で
し
た
。

宣
伝
時
間
は
１
０
時
～

１
１
時
。
天
候
は
１
１
月

に
入
っ
て
や
っ
と
暑
さ
が

過
ぎ
１
１
月
ら
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
未
組
織
宣
伝
で

「
最
低
賃
金
」
の
ビ
ラ
を

作
り
ま
し
た
。
最
賃
の
中

身
が
分
か
り
や
す
く
、
ア

ル
バ
イ
ト
で
も
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
で
も
時
給
で
１
１

１
３
円
（
東
京
）

／

１

１

１

２

円

（
神
奈
川
）
以
下

で
働
か
せ
る
と
違

法
（
１
０
月
１
日

よ
り
発
行
）
と
わ

か
り
や
す
く
目
に

訴
え
る
ビ
ラ
に
し

ま
し
た
。

マ
イ
ク
宣
伝
を
行
い
ビ

ラ
と
テ
ッ
シ
ュ
を
セ
ッ
ト

で
配
布
し
ま
し
た
。
私
の

感
想
で
は
、
最
低
賃
金
の

事
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

通
行
人
の
方
の
ビ
ラ
受
け

取
り
は
少
な
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
が
、
最
終
的
カ

ウ
ン
ト
す
る
と
通
常
よ
り

多
く
１
３
０
枚
の
ビ
ラ
が

配
布
出
来
ま
し
た
。
マ
イ

ク
は
浅
岡
さ
ん
で
最
後
ま

で
頑
張
っ
て
訴
え
ま
し
た
。

作
成
し
た
ビ
ラ
は
左
の

表
・
裏
で
す
。

《
記
：
小
林
》

川
崎
支
部
の

未
組
織
宣
伝
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今 後 の 日 程
１１月２３日（木）国会正門アクション（国会正門前）１４：００～

２５日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
ワーカーズネットゆる企画（『逃げ恥』で語り合う働き方や社会の モヤモヤ）

専修大学生田キャンパス９７９教室】１４：００～。
２５・２６日（日）中央春闘討論集会 １３：００～１２：００

１２月０２日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
０６日（水）第5回書記局会議（支部事務所）１３：００～
０７日（木）県労働センター講座『労働組合の基本的役割』山岡弁護士

（テクノ かわさき）１８：００～
０８日（金）平和といのちと人権を守る１２・８川崎集会 （東田公園）１８：３0～
0９日（土） 労働相談（支部事務所）１３：００～
１０日（日） 第二回機関紙作成講習会 （南部労政事務所）１１：００～１６：００
１３日（水）第６回支部報編集委員会【新年号】（支部事務所）１８：００～

第９回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～
１５日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（川崎駅）１９：００～
１６日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
1９日（火）総がかり行動

ワーカーズネット運営委員会＊リアル開催 場所：てくの１階技連研修室
２０日（水）第５回未組織宣伝（久地駅）１７：３０～

第１０回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～
２２日（金）JAL本社大包囲行動 １８：３０～ JAL本社（ 天王洲アイル駅 徒歩３分）
２３日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

地本執行委員会 １４：００～
２７日（水）支部報（７３０６号）作業日（支部事務所）１３：００～

～～～ １２月２８日から１月５日まで事務所閉所します ～～～

ナンバープレイス７３０４号の答えは

Ａ＝７、Ｂ＝９、Ｃ＝３、Ｄ＝３ でした。

≪クイズの結果≫ 賞品は５００円相当です。解答者
は５名全員正解、当選です。
澁谷裕之進さん（三和分会家族）・・・・図書カード
尾崎康尚さん （日本シャッター分会） 図書カード
石田洋司さん （合同分会） 図書カード
長谷川綾子さん（三和分会家族） 図書カード
菅原祐三さん （支部報読者）・・・・・図書カード

＝年末一時金カンパのお願い＝

支部報読者の皆さん、支部組合員の皆さん、

サポーター組合員の皆さん。いかがお過ごし

でしょうか。

ウクライナ紛争と同時にイスラエルによる

ガザ地区への無差別攻撃は世界中で『即時停

止』の声が沸き起こっています。また、国内

では岸田内閣が進める政策が支持を得られず、

支持率が２０％台まで落ち込んでいます。ま

さに激動の情勢となっています。 川崎支部で

は、労働組合運動の前進とともに、安定的な

財政を確立するためみなさんにカンパを訴え

るものです。カンパは直接届けるか、郵便振

込口座00210-5-89254でお願いします。

川崎支部執行部一同


